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部門 記入者

全体

ワークショップ②

パンプ

項目

中野　直樹

内容

成果

課題

大領地域の家であい　障がい通所事業

主課題

アート事業の発展につながるように障がい者アート展の出展、ギャラリー展開催、他事
業所連絡会への参加をし、周知活動と連携作りに力を入れる。

2014年事業計画書

DREAM GALLERY ～メンバーの夢のカタチを実現します～

内容

重度障がいのメンバーにスポットライトを当てたプログラムを実施していく。アウティング
の充実および軽作業の提供を目指していく。

介護・支援内容

会議 研修計画（内部・外部）
外出(花見、スポセン)

行事・企画の充実

年間計画に基づいたプログラム提供、販売を意識した商品制作とその対価の充実、連
絡会などの連携強化によるアート活動の発展。

法人・内部・外部研修

ふらっとすみよし
個別懇談②
初詣、通所旅行

ギャラリー展②(in古文カフェ)

事業・行事等 外部販売

クリスマス会、通所旅行

外出(スポセン)
通所旅行　外出(スポセン)
通所旅行　　個別懇談①

春の外出(余暇、施設見学)

外出(スポセン)
感謝祭　ワークショップ①
通所旅行
田植え

外出(スポセン)
ギャラリー展①(inプロミス)

ふらっとすみよし
オズ搬入
パンプ
古文カフェ
オズ搬入

ふれあいトゥギャザー

ワークショップ③

スポセン主催

パンプ

障がい者作品展見学 パンプ

オズ搬入
東淀川区主催

＊区役所・なごみ喫茶随時 各月委員会・班会議

次年度年間計画

総括モニタリング

モニタリング

施設見学　＊随時

販売
メンバー給料UPを目指し機械・材料を購入するが、制作販売が停滞し就労支援会計の
経常収支では赤字を産み出してしまう。

メンバー支援

個別懇談① オズ搬入

人数の増加や室内作業に特化したプログラム運営が重度障がいのメンバーにとってスト
レスを招く要因となる。

生活支援
メンバー・ご家族の高齢化、重度障がいを支える一人親など日中活動以外の側面で支
援が必要となってきている。他事業所を含めての連携強化の必要性を痛切に感じる。

将来に不安を抱えるメンバー・親のニーズの整理、他事業所との連携強化を図り、生活
と日中活動の充実につなげていく。

自主製品
さをり・手芸商品は年間計画に基づいてモノ作りを活発に実施。メンバーにとっても目
標が明確となり、イベント販売につなげることができる。

地域活動

年間計画に沿って計3回ワークショップ開催。喫茶事業では集客UPを目指し、子ども企
画・季節商品販売の実施。結果、常連客もでき、地域へ浸透しだしたことを実感できる
ようになる。
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